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■氏名 ：北山 祐一
■専門分野：ITを活用した販促支援

支援を実施する際、経営者と充分に意見を交換
し、市場・マーケットの動向を注視した、販売促
進を戦略的に実施したことで成果が表れた。ITの
販促効果が最大限に発揮された支援であった。

鳥取県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、鳥取県三朝温泉にある江戸時代から続く老舗旅館である。時代の流れとともに変化するお客様の宿
泊形態に対応するため、当初15室あった客室を改装し、現在は「本館8室と離れ1室」の全9室を提供してい
る。 宿泊予約サイトでの価格比較が日常化したことで、本企業においても低価格商品の販売や割引を余儀な
くされ、利益率の低下を招いている。そこで今後のWEBサイトでの打ち出し方や、価格帯の見直しについて
当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員が状況を確認したところ、本企業の公式HPや大手宿泊予約サイトを含めたWEBでの売上高が
全体の50％を占めていた。宿泊客数と利益率のアップを図るには、WEBページ分析の上で、情報発信方法の
改善が必要と判断した。また、インバウンドの取り込みの可能性についても模索していた。そこで、WEBを
活用した宿泊業支援の専門性が高く、指導実績が豊富な本専門家に依頼した。

自社HPの
レスポンシブ化

■専門家による具体的な支援内容

本企業の売上構造と社内の人員を確認した上で、WEBページの分析し、各サイトから
の予約状況を把握した上で支援を開始した。公式HPをレスポンシブ化し、スマートホ
ンでも見やすいサイトとすることで、直接予約の比率アップするとともに、客室在庫
コントロールシステムの導入を支援。また、公式HPのリニューアルに合わせて、新た
に長期滞在型プランの開発や「料金シーズナリティ」の導入を支援。その後、国内主
要宿泊予約サイトの年間販促計画の策定し、季節に応じた宿泊プランの打ち出し方を
助言。インバウンド向けの商品造成と海外の宿泊予約サイトへの参画による販売促進
戦略を策定し、実施についての指導を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SPbXQAA1?advisor_field_id=

ITの活用について、メリットとデメリットを理解でき、適正な
情報発信による効果とシステム導入による業務の効率化が図ら
れ、着実に新規顧客の開拓による収益性構造が改善されてい
る。
また、国内需要だけでなくインバウンドの取込みについても、
着実に効果が表われている。
今後も、引き続きITを活用した販売促進や集客指導、内部の管
理体制について指導をいただき、独自の営業手法を確立させ、
自立を目指していきたい。

本企業が取り組むべき課題について、具体的なアドバイスを受けたことで、有効な対策を講じる
ことができた。平成28年度には地震や豪雪による直接被害を、平成30年7月には豪雨による風評
等の間接被害を受けたものの、宿泊客数は増加してる。また、WEB関連の売上高についても、前
年比25％の増加・平均客単価13％アップ、外国人宿泊（インバウンド）は8％増加している。
WEBでの情報発信を適正化したことで、国内宿泊予約サイトの口コミ評価点も好調を維持してい
る。

国内宿泊予約サイト
口コミ評価 好調を維持

有限会社 岩湯旅館

■業種 ：宿泊業
■従業員 ：3人
■資本金 ：300万円
■創業 ：昭和27年
■住所 ：鳥取県東伯郡三朝町三朝942
■企業概要：旅館業

ITを活用した販売強化と業務の効率化で、平均客単価13％UP

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

鳥取県中部商工会産業支援センター
構成機関

北山 祐一 氏

鳥取県中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

IT
活用
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■氏名 ：久保 森住光
■専門分野：店頭改善・共同販促等

中心市街地活性化基本計画の進展による、ハード
や街路の整備を好機と捉え、いわゆる普段使い出
来る店舗への改善を、店主と共に考えた。また、
商店街やNPO、他団体との協同による販売促進を
通じた店づくりも進み効果が出ている

島根県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、明治末期に創業し、100年以上の歴史を有する酒店である。こだわりのワイン中心の品揃えとし、
毎月の月末5日間はワインBAR営業を行うなど、地域の方に、気軽にワインを楽しんでいただく取り組みを
行っている。しかしながら、海産物が豊富で飲食店も日本食が中心の当地域では、日本酒への嗜好が強く、店
舗の売上は年々減少している。そこで、販路拡大と商店会での共同販促事業の可能性について、当機関へ相談
があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関の担当職員がヒアリングを実施し、ワインBARや、有機野菜栽培の事業者とのイベント等、積極的にワ
イン文化を広める取り組みを行っているが、ワインBARやイベントの参加者を効果的にワイン購入に繋げられ
ていないことが確認された。そのうえで、ワインに関する高い知見や経営者夫妻の気さくな人柄など、本企業
の魅力を整理し、強みを明確にして発信する必要性があると考えた。そこで、徹底的なヒアリングに基づいた
個店の魅力を活かす販路開拓のアドバイスに定評があり、地域全体を盛上げる商店会連携支援に精通した本専
門家に依頼した。

改善後の商品陳列

■専門家による具体的な支援内容

店舗営業に関する現状把握を行い、「売れ筋商品」と「売りたい商品」を確認。敷居の高いイ
メージを払拭するために「入りやすい店舗」作りを中心に、店頭改善のアドバイスを行っ
た。「こだわり商品」を置くだけではなく、「売りたいワイン」がどんなシーンに合うかのス
トーリーを伝えるPOP作成や「ワインに合うレシピ」を記載したフライヤーの作成、売台や
陳列レイアウトの変更なども支援した。また、商店会の中心店舗として、共同販促事業や
外部連携も踏まえたイベントの可能性について確認した。さらに催事が可能な近隣スペー
スや、活用可能な複合公共施設の存在、連携の核となる施設の存在など将来につながる要
素を抽出する支援を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000knlpoAAA?advisor_field_id= 

久保先生は熱心に話を聞いてくださり、色々な商店会の小売り
の例を出してくださりアイデアをいただいた。過去にやったけ
どうまく成果が出なかったことなども多く、いつもだったらア
ドバイスもなかなか実践までに二の足を踏んでしまうが一緒に
なって考えてくださり、ただのアドバイスではなく共に協力す
る仲間のように応援してくれた。また毎回来るごとに店の変化
などに気づいてくれ、またそこからのヒアリングやアドバイス
をいただき、実際に店舗前で看板を見入る方なども出てきた。
感謝しています。

店頭のPOP作成により、店内への来店者数は10％増加。また客層もこれまでのワイン愛好家中心か
ら、徐々に親子連れの割合が増えてきている。ワインに付随した商品を手に取る人が増えたことも確
認でき、レイアウト変更の効果がでてきた。売上は支援前に比べ2％増加しており、これからのワイ
ンシーズンに向けて、さらなる売上増に期待が膨らむ。また商店会の飲食店への認知が進み、ワイン
取り扱いによる新メニューが好調との声も届いている。今後はさらに浸透を図り、共同販促等のイベ
ントを実施して、地域づくりにも貢献していきたい。

POP作成後の店舗外観

エスポアたびら

■業種 ：小売業
■従業員 ：1人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：明治末期ごろ
■住所 ：島根県江津市江津町896-5
■企業概要：ワインを中心とした酒類販売業

ワイン文化の魅力発信、地域資源活用で商店会店舗と連携

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

江津商工会議所
構成機関

久保 森住光 氏

島根県中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

販路
販促
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■氏名 ：松本 章
■専門分野：販路開拓＆ものづくり

まず、支援先がやりたいことを最優先に尊重し
て、同社の現状を踏まえた上で、最大限の効果が
出る方策を同社と一緒に模索して、実行すること
に心掛けた。

岡山県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、平成2年に岡山県倉敷市児島で創業し、ジーンズ・Ｔシャツ等のカジュアルウェアを製造してい
る。グループ内で「洗い加工から仕上プレスまで」を一貫して生産・提案ができる縫製産元として、高い技術
力が評価されている。しかしながら、ここ数年の間、アパレル業界全体が低迷しており、特に本企業が得意と
している百貨店業界の落ち込みが激しい。そのような状況の中、新年度に向けた予算編成と事業計画策定を
行っているが、販路拡大についてのアドバイスが欲しいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でのヒアリングの結果、新規取引先の獲得や、新規受注後の各ブランドの個性的な仕様への対応強化の
為、生産体制・人事体制の適正化が必要であると判断した。そこで、販路拡大や生産体制・人事体制の見直
し、財務体質改善等の支援実績が豊富で、事業計画策定支援が可能な、本専門家に依頼した。

縫製結果の細部を確認
しているようす

■専門家による具体的な支援内容

はじめに、本企業の策定していた販売計画の精査をおこない、「既存販売先」「新規販売
先」「賃加工先」に分類し、販売先別・月別・期間別に管理・運営することで、取引の問
題点を把握し、全体の予算管理を行うように指導した。また、今期から複数の百貨
店・専門店との新規取引が始まるが、難易度の高い縫製や、個性的な仕様を要求され
ることになる。これら重要新規顧客の高度な要求に確実に対応するため、サンプル作
成時や縫製ライン稼動後も、不明点・問題点は必ず本社確認を行うことを徹底するよ
うに指導した。新規取引先からの受注を、長期継続させるために、受注生産体制強化
を盛りこんだ事業計画の策定支援を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000ehOPNAA2?advisor_field_id=

初めての専門家の方のサポート依頼で松本先生にお越しいただ
きました。松本先生のキャリアの元、我々が感じていなかった
お客様から我々を見る視点や業界全体における現状の把握、営
業面まで多角的にサポートしていただきました。弊社山口工場
にも入っていただき、工場全体の流れや管理面、製品チェック
などの基本的 な部分の再確認も行いました。
今までと違った視点から我々をご指導いただき、今後の売り上
げアップにも繋がるサ ポートしていただいた松本先生には非常
に感謝しております。

他縫製工場がアパレルからの賃加工を主体にしているのに対し、本企業が洗い加工から仕上プレ
スまで一貫して生産・提案ができるワンランク上の品質に対応できることを改めて認識すること
ができ、またその実現には各工程でのコミュニケーションが重要であることを理解した。販路拡
大では本企業が、著名デザイナーのデニムを長年手掛けていることを前面に掲げ、高級ミセス
ゾーンの新規アパレルへのプレゼンを行った。その結果、新規に著名なミセス・アパレル７社と
の取引が開始され、今後の大幅な売上増が見込まれることとなった。

縫製技術の高さを発揮

株式会社 ナイスコーポレーション

■業種 ：製造業
■従業員 ：29人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：平成2年
■住所 ：岡山県倉敷市児島下の町2-1593-15
■企業概要：カジュアルウェアの製造

販路拡大と受注生産体制強化を実現する事業計画策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

児島商工会議所
構成機関

松本 章 氏

岡山県経営支援プラットフォーム

専門家

地域PF

経営
革新
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■氏名 ：岡本 顕一
■保有資格：販売士
■専門分野：マーケティング、戦略創案、構築

近畿大学工学部の協力を得て受託研究により、技
術的知見及び計測機器の提供を受け、水中ロボッ
トを用いた新サービスの実証実験を実施すること
ができ、本企業の経営計画立案にご尽力頂いた。

広島県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は平成5年に創業し、ドローンを活用した測量事業サービスを県内の建設業者や建設コンサルタントに
提供している。情報通信技術（ICT）の活用した測量を他社に先駆けて取り組み、着実に受注を増やしてき
た。具体的には、平成26年7月から無人航空機（以下：ドローン）による空撮サービスを開始。平成27年4月
よりドローンパイロットを雇用して空中写真測量サービスを提供している。経営環境においては、ドローン
レーザーによる測量サービスの受注が飛躍的に増加し、平成30年3月期では、前年比で売上高77.3％増、営
業利益42.0％増と急伸した。しかし、今後、業界内での競争激化に備え、新たな事業領域（栽培漁業）にお
いて、ドローン事業を展開したいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関がヒアリングした結果、新たな事業領域（栽培漁業）参入にあたっては、AIロボットを搭載した水中
ドローンと水上測定装置を開発して、海水温・プランクトン・海流調査、魚群探知等の水産事業に関わる調査
と、既存のドローンを使用した給餌システムを「新サービス」として展開したいと計画していることがわかっ
た。そこで、産学連携及びドローン事業におけるビジネスコンティニュープログラムに精通し、当該課題に対
しても支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

AIロボットを搭載
した水中ドローン
（テスト用）

■専門家による具体的な支援内容

まずは、「新サービス」の運用において想定される、さまざまな問題点及びリスクマネジメ
ントについて支援を実施。具体的には、ドローン運用中の事故や逸失機材等、本企業にとっ
て脅威となる問題点の指摘と改善策を提案。加えて、栽培漁業参入後も売上げの急伸と競合
となる事業者に対する優位性の確保の観点から、設備投資と運用ノウハウの進化が希求され
る旨をアドバイス。また、水中ドローンの開発、実証実験等の支援については、魚群探知機
とGPSシステムを並列使用し、指定水深でのAIロボットを使った採水を行い、連携する研究
機関での成分分析が実施できる体制を構築。さらに水中ロボットの研究を進める近畿大学工
学部の柴田先生とも共同研究を実施するなど、効果的なマッチングを図った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiauAAB?advisor_field_id=

当社は、建設業特に土木事業社からの受託測量業務が多い。し
かしながら、稀有な豪雨災害などの事案での急激な受託料増加
があるものの、恒常的には新規参入を図るドローン事業者の参
入が多く、将来への経営計画が立てにくい状況にあった。今般
新市場参入＝水産業に新たな活路を見出せ、専門家の知見やア
イデア、戦略的な市場参入機会の創案ができた事は、当社の人
事戦略や営業戦略構築に非常に役立ったと考えている。

専門家の多大な尽力により、「新サービス」におけるリスクマネジメント等のアドバイスをいただく
とともに、産学連携を通じ、水中ドローンの開発及び研究機関で成分分析が行える体制を構築するこ
とができた。開発した水中ドローンは、魚体を定点で観察・撮影ができ、AI機能で、魚種毎の魚体成
長を自由に観測することが可能。既存のドローンを使用した給餌システムと合わせ、当社独自の「新
サービス」として水産業強化支援事業等へ提案した結果、新たな事業領域となる「栽培漁業」への市
場参入の機会を得ることができた。 給餌ドローン（イメージ）

株式会社 Ace-1

■業種 ：技術サービス業
■従業員 ：2人
■資本金 ：300万円
■創業 ：平成5年
■住所 ：広島県広島市安佐南区高取北4-19-13
■企業概要：ドローン事業 （空撮・3D解析・図化・

レーザー計測・機器販売・操縦指導）

新たな事業領域に向けたドローン事業（新サービス）への支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

広島信用金庫
構成機関

岡本 顕一 氏

ひろしま中小企業支援ネット

専門家

地域PF

経営
革新
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■氏名 ：矢村 弘道
■保有資格：ITコーデイネータ、MOT
■専門分野：生産管理、販売管理、マーケティン

グ、地域資源ブランディング

自社の現状の保有資源（人・物・金）と自社の生
産管理レベル・生産管理体制を把握し、市場の変
化を捉えて、適合する生産管理システムの導入方
法、導入体制の必要性を理解頂いた。

広島県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、シール材国内トップシェアの大手ゴム工業会社の下請け業務を行っている。主に車両用(60％)
と、住宅など産業用資材(40％)のゴム製シール材の加工を手がけている。近年好調な自動車産業とリフォー
ム市場の影響で業績は上がっており、今後も受注の増加が見込まれている。品質維持と納期遵守のため、効率
化と生産性向上に向けた取り組みについて、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員がヒアリングしたところ、現在、生産管理に関しては、システム化されておらず事務処理担当
者の個人の資質に依存しているため、事業の急拡大に対応することが困難になってきている状況であることが
わかった。また、生産管理システムの早期導入を希望しているものの、導入経験が全くないことから、ITコー
ディネーターの資格を有し、中小製造業に対して支援実績の豊富な本専門家に依頼した。

本企業の生産工場

■専門家による具体的な支援内容

生産管理システムの導入経験が全くないため、まず製造業における生産管理はどのよ
うなものかをレクチャーを通じて習得してもらい、自社の生産管理業務の課題を確認
するところから支援を行った。導入体制としては工場長を中心とするプロジェクト
チームが主体となり、自社の目標、成果尺度、活動項目、活動スケジュールを実行計
画書としてまとめ、また実行計画に基づくITベンダーへの要求仕様書（予算金額、導
入スケジュールを服務）を作成することとした。また生産管理システム導入のための
生産効率の現状分析をするために、ひとつの代表商品をサンプリングして物、人、情
報の流れといった生産工程の把握を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000VIf04AAD?advisor_field_id=

業務拡大に伴い生産体制強化と事務効率化に取り組んでいます。そ
の一環でIT導入を検討していました。そこで商工会から専門家を派
遣してもらい、IT導入には生産管理体制の整備が必要とアドバイス
を受けました。お陰で、最適なIT導入が計画できたと同時に、当社
の課題を把握し、解決に向けた方向性を示すことができました。
また事務効率化では、業務過多状態だった事務部門にRPAを導入
し、事務作業の改善を図ることができました。
矢村先生と商工会井上さんの連携した支援を今後も期待していま
す。

当初は2018年12月の生産管理システム導入を計画していたが、生産管理システム導入の前に、
生産管理の仕組みの構築をおこなうことの必要性を認識した。その結果2019年12月の長期休暇
の時期にスケジュールの再設定を行った。そのタイミングに向けての生産管理の業務体制の構築
や業務の改善、生産方法の見直しなど業務改善活動が進んでいる。作業分析の結果、生産指示書
印刷に毎日3名で1.5時間要していることが判明し、その対処としてRPAシステムを導入した。こ
れにより当業務は1名が1時間で完了することができるようになり、余った時間で今後導入を予定
している生産管理システム導入のための業務に取り掛かることができるようになった。 本企業の外観

有限会社 田中物産

■業種 ：製造業
■従業員 ：26人
■資本金 ：300万円
■創業 ：昭和46年
■住所 ：広島県安芸高田市高宮町房後1072
■企業概要：ゴム製品製造業

IT活用（生産管理システムの構築）による事業拡大支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

安芸高田市商工会
構成機関

矢村 弘道 氏

広島県商工会連合会・広島県中小企業
団体中央会連携プラットフォーム

専門家

地域PF

IT
活用
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■氏名 ：稲荷山 健生
■保有資格：総合旅行業務取扱管理者
■専門分野：観光戦略推進アドバイス

派遣先の皆様の話をじっくり伺いながら、現
状の課題を把握し、消費者の声や視点を踏ま
え、派遣先地域の「強み（売り）」を明確に
し、できるだけ具体的な解決策を提言いたし
ました。

山口県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和34年創業の合名会社で、山口県長門市俵山温泉地区の温泉旅館で構成される。俵山温泉は「西
の横綱」と呼ばれるほど泉質がよく、江戸時代の藩主も湯治に訪れていたほど歴史のある温泉である。一方、
近年では後継者不在により廃業する旅館も増加しており、宿泊者数や入浴者数の減少が続いている。そこで現
状を打開し、温泉客の増加を図りたいと考えているが、具体的にどう進めてよいか分からないため、当機関に
相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員が俵山温泉の現状についてヒアリングを実施。従来は俵山温泉の泉質から療養泉として、多く
の入浴者が湯治客として訪れていたが、近年は病院や介護事業者が温泉施設を内包したことの影響を受けてい
ることや、温泉への集客戦略が体系的に立てられていないことから、入浴者が減少していることが明らかに
なった。そこで、効果的なイメージ戦略立案やコンセプト作り等、温泉地区での支援実績が豊富な本専門家に
依頼した。

俵山温泉のパンフレット

■専門家による具体的な支援内容

若年層に設定し、それに合わせたイメージ戦略策定を支援した。具体的には、従来の「高
濃度水素の泉質 湯治場」のアピールに加え、近年、若者のトレンドとなっているレトロ
ブームに合わせて、「昭和レトロな雰囲気を持つ俵山温泉」を前面に出したHPデザイン
に改善し、新たな「メインターゲット」と「強み」を明確にした情報発信を行うことを提
案した。また、全国各地のモデルとなる温泉地HPの提示や、昭和レトロを感じさせる映
画セット等をレンタルできる業者も併せて案内をした。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000pkWq2AAE?advisor_field_id=

稲荷山健生先生と相談させていただき、俵山温泉を今後どのよ
うに変えていけば集客力の向上が図れるのか悩んでいた中で、
強みとメインターゲットを明確にし「昭和レトロな雰囲気を持
つ俵山温泉」というコンセプトをご提案していただき感謝して
います。このコンセプトに沿って情報発信することで新規顧客
の獲得に繋げていきたいと思います。素晴らしいご支援をあり
がとうございました。

これまでの俵山温泉は「西の横綱」と呼ばれるほどの泉質を強みとして湯治客を中心に繁栄し
てきたが、強みに依存した体質が時代の流れに対応できずに集客力を失っている。俵山温泉の
持つ「強み」と「メインターゲット」を明確にするという専門家の助言により、「昭和レトロ
な雰囲気を持つ俵山温泉」という魅力を発見することができた。これまでの湯治客に加えて、
「昭和の雰囲気に喜びを感じる若い世代」に向けた情報発信を行うことで、新規顧客の獲得が
期待できる。 支援で使用したワークシート

俵山温泉 合名会社

■業種 ：浴場業
■従業員 ：24人
■資本金 ：1,300万円
■創業 ：昭和34年
■住所 ：山口県長門市俵山5113
■企業概要：俵山温泉地区温泉旅館で構成

温泉街のイメージ戦略立案による新規顧客獲得への支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

山口銀行
構成機関

稲荷山 健生 氏

山口県経営支援プラットフォーム

専門家

地域PF

【ワーク】 地域の「強み（売り）」と「課題」を考える

４～６月 ７～９月 備考

②地域の
「強み（売り）」と課題
＊イベント・催物あれば記入

（多くお越しになる観光客層）

１０～１２月 １～３月 備考

②地域の
「強み（売り）」と課題
＊イベント・催物あれば記入

（多くお越しになる観光客層）

①年間を通じての
地域の「強み（売
り）」と課題

販路
販促


